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「
日
本
遺
産
」
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？
「
世
界
遺
産
」
は
良
く
耳
に
す
る
け
れ
ど

も
、
日
本
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
名
や
内
容
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
い
方
も
多

い
は
ず
。

そ
こ
で
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、
そ
ん
な
日
本
遺
産
の
旧
軍
港
四
市
の
一

つ
に
指
定
さ
れ
て
い
る
佐
世
保
に
つ
い
て
、『
写
真
ア
ル
バ
ム

　
佐
世
保
市
の
１
２
０

年
史
』（
中
島
眞
澄
監
修
、
小
関
彰
博
・
川
内
野
篤
・
祖
谷
敏
行
・
原
口
聡
・
久
村
貞

男
・
前
川
雅
夫
・
宮
崎
勝
秀
・
山
口
日
都
志
の
各
氏
が
執
筆
、
以
下
「
本
書
」）
を
も

と
に
、
同
市
の
幕
開
け
と
な
る
明
治
初
期
か
ら
基
地
の
街
と
し
て
歩
み
始
め
た
終
戦

ま
で
の
記
録
を
わ
が
国
の
近
代
史
と
と
も
に
折
々
に
触
れ
な
が
ら
紹
介
し
た
い
（
本

書
は
、
写
真
ア
ル
バ
ム
の
性
質
上
、
解
説
・
紹
介
を
重
視
し
て
い
る
）。

佐
世
保
の
幕
開
け
は
、
今
か
ら
一
三
七
年
前
に
遡
る
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
、

佐
世
保
村
へ
の
海
軍
鎮
守
府
の
設
置
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
佐
世
保
は
平
戸

藩
所
領
の
一
部
で
あ
り
、
明
治
に
入
っ
て
も
面
積
は
現
在
の
二
四
分
の
一
程
度
（
当

時
約
一
七
・
八
㎢
→
現
在
約
四
二
六
㎢
）、
人
口
も
わ
ず
か
三
千
七
百
人
余
り
の
小
さ

な
漁
村
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
現
在
約
二
三
万
人
）。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

佐
世
保
が
海
軍
鎮
守
府
の
公
布
を
受
け
た
背
景
に
は
、
そ
の
恵
ま
れ
た
地
形
に
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
清
、
日
露
戦
争
の
舞
台
で
あ
る
隣
国
中
国
へ
の
地
理
的
な
優
位

性
は
あ
る
も
の
の
、
佐
世
保
が
天
然
の
良
港
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
大
き
な
要
因
で

あ
る
。

こ
の
海
軍
鎮
守
府
の
公
布
か
ら
一
六
年
後
の
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
佐
世

保
は
「
村
」
か
ら
「
市
」
へ
と
一
足
飛
び
に
移
行
し
た
。
こ
の
間
の
人
口
は
四
万
八

千
人
を
超
え
（
三
、七
〇
〇
人
→
四
八
、〇
〇
〇
人
）、
一
挙
に
一
三
倍
に
膨
れ
上
が
っ

て
い
る
。
当
時
の
鎮
守
府
建
設
は
軍
事
拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
な
都
市

開
発
を
意
味
す
る
証
左
で
あ
ろ
う
。

鎮
守
府
開
庁
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
に
、「
明
治
天
皇
を
迎
え
盛
大
な
開
庁
式
が
挙

行
さ
れ
、
人
々
は
、
近
隣
か
ら
夢
を
も
と
め
て
多
く
の
人
が
流
入
し
た
」
と
の
記
録

が
残
っ
て
い
る
。
多
い
年
で
年
間
一
万
二
千
人
の
流
入
を
数
え
た
年
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。
急
速
な
近
代
化
を
目
指
す
政
策
は
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
開
発
独
裁
」
や

「
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
」
に
近
い
現
象
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
官
営
製
鉄
所
と
し
て
国
会
議
事
堂
や
東
京
駅
の
資
材
と
な
る

（
４
）

（
５
）

（
６
）

【
書
評
】
中
島
眞
澄
監
修
『
写
真
ア
ル
バ
ム
　
佐
世
保
市
の
１
２
０
年
』

―
―

真

田

高

充
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鉄
鋼
を
生
産
し
た
八
幡
（
北
九
州
）
で
も
、
人
口
一
、〇
〇
〇
人
だ
っ
た
「
村
」
が
二

〇
年
間
で
一
〇
万
人
規
模
（
一
〇
〇
倍
）
と
な
り
、「
市
」
と
し
て
猛
ス
ピ
ー
ド
の
発

展
を
遂
げ
た
よ
う
に
、
佐
世
保
も
ま
た
「
近
代
化
の
要
」
が
突
如
出
現
し
た
同
様
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

こ
の
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
ど
こ
ま
で
も
瓦
屋
根
の
家
々
が
ひ
し
め
く
よ
う
に

並
び
立
ち
、
あ
る
意
味
混
沌
と
し
た
ま
ち
並
み
が
写
っ
て
い
る
。
こ
の
混
沌
と
し
た

ま
ち
並
み
こ
そ
が
、
急
速
に
都
市
開
発
を
進
め
た
痕
跡
と
し
て
、
現
在
の
佐
世
保
を

か
た
ち
づ
く
る
原
風
景
と
い
え
よ
う
。
城
下
町
を
ル
ー
ツ
と
し
た
城
跡
や
石
垣
、
武

家
屋
敷
跡
が
あ
る
整
然
と
し
た
風
景
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

ま
た
当
時
の
写
真
に
は
、
海
軍
施
設
や
行
政
施
設
、
そ
れ
以
外
に
も
、
軍
事
基
地

を
象
徴
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
や
活
動
風
景
が
残
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、
基
地
の
主
砲
で
あ
っ
た
「
二
四
セ
ン
チ
榴
弾
砲
」
の
備
砲
作
業
の
写
真

に
は
、
緊
張
し
た
兵
士
た
ち
の
訓
練
の
様
子
が
今
で
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
二
四
セ
ン

チ
榴
弾
砲
と
言
え
ば
、
日
露
戦
争
（
二
〇
三
高
地
）
で
活
躍
し
た
「
二
八
セ
ン
チ
榴

弾
砲
」
よ
り
も
直
径
が
四
セ
ン
チ
程
小
さ
い
も
の
の
、
そ
の
存
在
感
や
重
量
感
に
は

目
を
見
張
る
迫
力
が
あ
る
。
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
の
前
線
基
地
で
あ
り
軍
事
拠
点

と
な
っ
て
い
た
佐
世
保
鎮
守
府
の
重
要
性
が
良
く
わ
か
る
一
枚
で
あ
る
。

大
正
時
代
に
入
る
と
、
多
く
の
庶
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
も
余
裕
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
今
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
嫁
入
り
行
列
」
や
「
葬
列
」
の
様
子
だ
。

嫁
入
り
道
具
と
し
て
の
長
持
ち
は
今
で
こ
そ
珍
し
い
が
、
そ
れ
が
長
い
行
列
と
な
っ

て
当
時
の
華
や
か
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
豪
華
な
行
列
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
鈴
な

り
に
な
っ
て
い
る
見
物
人
の
姿
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
庶
民
の
「
あ
こ
が
れ
」
や

「
好
奇
心
」
が
微
笑
ま
し
い
記
録
と
し
て
見
事
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
土
俵
開
き
や
力
士
に
よ
る
地
方
巡
業
な
ど
、
笑
顔

（
７
）

（
８
）

の
写
真
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
娯
楽
の
少
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
相
撲
は
今
で
い

う
と
こ
ろ
の
地
域
お
こ
し
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
争
の

な
い
束
の
間
の
平
和
を
象
徴
す
る
写
真
が
多
い
。

大
正
時
代
も
後
半
に
な
る
と
、
戦
争
の
気
配
が
色
濃
く
な
っ
て
い
く
。
通
称
「
針

尾
送
信
所
」（
佐
世
保
無
線
電
信
所
）
の
写
真
が
そ
う
で
あ
る
。
三
本
の
壮
大
な
無
線

塔
（
タ
ワ
ー
）
の
写
真
は
、
建
設
当
時
か
ら
竣
工
ま
で
の
過
程
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
無
線
塔
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
か
ら
約
四
年
間
、
総
工
費
一
五
五
万
円

（
現
在
価
格
で
二
五
〇
億
円
相
当
）、
高
さ
一
三
〇
ｍ
を
超
え
、
日
本
海
軍
が
ア
ジ
ア

に
進
出
し
て
い
る
部
隊
や
戦
艦
な
ど
に
向
け
て
無
線
通
信
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
構

造
物
で
あ
る
。
当
時
の
技
術
の
粋
を
集
め
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
タ
ワ
ー
は
、
八

〇
年
以
上
た
っ
た
今
日
で
も
当
時
の
姿
を
と
ど
め
て
お
り
、
こ
の
地
を
訪
れ
る
も
の

に
圧
倒
的
な
威
圧
感
を
与
え
て
い
る
。
今
で
は
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
、
佐
世
保

の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。
真
珠
湾
攻
撃
を
命
じ
る
「
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ 

一
二
〇
八
（
一
二
月
八
日
ニ
攻
撃
開
始
セ
ヨ
）」
の
中
継
や
「
ト
ラ
・
ト
ラ
・
ト
ラ

（
ワ
レ
奇
襲
に
成
功
セ
リ
）」
の
暗
号
電
文
を
受
信
し
た
タ
ワ
ー
と
し
て
も
良
く
知
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
以
降
、
昭
和
の
写
真
は
戦
争
一
色
に
染
ま
っ
て
い
く
。
時
代
を
追
う
ご
と
に

学
童
に
よ
る
軍
事
訓
練
や
軍
服
姿
の
写
真
ば
か
り
が
目
立
っ
て
く
る
。
婦
人
会
に
よ

る
出
兵
祝
い
や
防
災
訓
練
、
出
兵
祝
い
の
宴
席
風
景
、
そ
し
て
閲
兵
式
の
写
真
が
そ

う
だ
。
男
性
は
軍
服
や
国
民
服
、
女
性
は
割
烹
着
姿
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
皆
、
口

を
閉
じ
、
顔
の
表
情
に
乏
し
い
写
真
が
当
時
の
厳
し
い
情
勢
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
空
襲
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
佐
世
保
の
写
真
が
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
市
街
地
で
唯
一
、
外
壁
だ
け
が
焼
け
残
っ
た
「
佐
世
保
玉
屋
」

の
姿
は
、
空
襲
の
悲
惨
さ
を
痛
烈
に
伝
え
て
い
る
。
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本
書
の
記
録
に
よ
る
と
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
背
景
に
は
、
想
定
と
は
違

う
爆
撃
機
Ｂ－

29
の
侵
入
経
路
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
、
警
戒
し
て
い
た
Ｂ－

29

の
侵
入
ル
ー
ト
は
、
東
シ
ナ
海
方
面
で
か
つ
高
度
六
、〇
〇
〇
ｍ
以
上
か
ら
の
攻
撃

だ
っ
た
。
し
か
し
、
佐
世
保
大
空
襲
は
こ
の
想
定
と
は
違
っ
て
い
た
。
太
平
洋
側
か

ら
夜
間
に
、
し
か
も
三
、〇
〇
〇
ｍ
未
満
の
低
高
度
で
侵
入
し
た
せ
い
で
、
ま
る
で
奇

襲
を
受
け
た
よ
う
な
空
爆
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

何
も
か
も
を
失
い
、
復
興
す
る
暇
も
な
く
終
戦
を
迎
え
た
佐
世
保
の
ま
ち
は
、
同

時
に
住
民
の
支
え
で
あ
っ
た
海
軍
を
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
終
戦
の
翌
月
に
は
す
で

に
進
駐
軍
が
上
陸
し
て
お
り
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
不
安
そ
う
に
進
駐
軍
の
行
進
を

見
守
る
住
民
の
姿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

し
ば
ら
く
は
住
民
と
進
駐
軍
と
の
親
交
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
雰
囲
気
を
一
変
さ
せ
た
の
は
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
興
味
津
々
の
子
ど
も
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
兵
に
近
寄
っ
て
行
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
の
「
敵
対
心
」
一
色
か
ら
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
「
恐
る
恐
る
」、
そ
し
て
「
親
近

感
」
へ
と
当
時
の
空
気
を
変
え
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
写
真
か
ら
、
受
け
入
れ

難
い
心
情
と
、
変
わ
っ
て
い
く
社
会
に
折
り
合
い
を
つ
け
よ
う
と
す
る
住
民
た
ち
の

た
く
ま
し
い
苦
悩
が
伺
え
る
。

こ
う
し
て
、
ま
ち
の
復
興
は
、
進
駐
軍
を
相
手
と
す
る
キ
ャ
バ
レ
ー
や
バ
ー
、
そ

し
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
の
接
客
業
が
後
押
し
と
な
っ
て
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
焼

け
跡
か
ら
新
し
い
ま
ち
並
み
へ
と
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
。

最
後
は
、
進
駐
軍
に
代
わ
っ
て
米
軍
が
駐
屯
す
る
基
地
の
ま
ち
と
し
て
の
佐
世
保

の
記
録
で
あ
る
。

海
軍
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
佐
世
保
に
と
っ
て
、
海
軍
に
依
存
す
る
こ

と
な
い
新
た
な
都
市
建
設
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
幸
い
に
も
周
辺
の
炭
鉱
地
域

（
９
）

が
市
町
村
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
っ
た
。
主
要
産
業
と
し
て
の
炭
鉱

業
の
勃
興
に
加
え
、
戦
前
か
ら
施
設
の
一
部
を
承
継
し
た
造
船
業
、
更
に
は
西
日
本

で
最
初
の
外
国
貿
易
港
へ
と
指
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
労
働
集
約
型
産
業
が
集
積
し
、

多
数
の
雇
用
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
人
々
が
集
ま
り
、
都
市
と
し
て
の
機
能
が
整
え

ら
れ
て
い
っ
た
。
背
景
に
は
戦
前
の
軍
用
資
産
を
民
生
ま
た
は
公
益
用
資
産
と
し
て

無
償
で
譲
渡
す
る
と
い
う
「
旧
軍
港
市
転
換
法
」
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
軍

港
都
市
佐
世
保
を
「
平
和
産
業
港
湾
都
市
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
だ
。

そ
の
後
も
「
朝
鮮
戦
争
」「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
そ
し
て
「
東
西
冷
戦
」
に
お
け
る
佐

世
保
の
地
政
学
上
の
位
置
付
け
は
、
役
割
り
こ
そ
違
え
ど
、
今
で
も
重
要
な
拠
点
と

し
て
存
在
し
続
け
て
い
る
。

昨
年
（
二
〇
二
三
年
）
は
、
第
一
次
大
戦
に
佐
世
保
鎮
守
府
所
属
艦
艇
の
活
躍
を

記
念
し
て
建
設
さ
れ
た
「
旧
海
軍
佐
世
保
鎮
守
府
凱
旋
記
念
館
」
が
、
ち
ょ
う
ど
建

設
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
。「
旧
海
軍
佐
世
保
鎮
守
府
凱
旋
記
念
館
」
は
、「
佐
世
保

市
民
文
化
ホ
ー
ル
」
と
呼
び
名
を
変
え
、
国
の
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
な
が
ら
、

今
な
お
演
劇
や
音
楽
活
動
を
行
う
施
設
と
し
て
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。

佐
世
保
の
ま
ち
は
、
赤
煉
瓦
倉
庫
な
ど
百
年
を
超
え
た
施
設
や
天
然
の
良
港
も
当

時
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
て
い
る
。
是
非
と
も
佐
世
保
を
訪
れ
て
、
近
代
化
の
躍
動
を

体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

（
樹
林
舎
、
二
〇
二
二
年
、
九
、九
九
〇
円
［
税
込
］）

注
（
１
）  

旧
軍
港
四
市
と
は
、
佐
世
保
市
、
横
須
賀
市
、
呉
市
、
舞
鶴
市
の
四
市
の
こ
と
。

（
２
）  

本
書
は
、
市
制
一
二
〇
周
年
の
記
念
出
版
さ
れ
た
明
治
か
ら
平
成
ま
で
を
記
録
し
た

（
10
）
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歴
史
写
真
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
。
見
ど
こ
ろ
は
何
と
言
っ
て
も
、
明
治
に
な
っ
て
近
代
国

家
の
建
設
へ
と
舵
を
切
っ
た
当
時
の
写
真
の
数
々
で
あ
る
。

（
３
）  
海
軍
鎮
守
府
と
は
、
旧
大
日
本
帝
国
海
軍
の
根
拠
地
の
こ
と
。

（
４
）  

天
然
の
良
港
と
は
、
水
深
が
深
く
（
戦
艦
は
喫
水
が
深
い
）、
岬
と
入
江
と
が
複
雑
に

入
り
込
み
、
周
囲
を
陸
地
に
囲
ま
れ
た
内
海
や
湾
の
こ
と
。

（
５
）  

開
発
独
裁
と
は
、
貧
し
い
国
が
一
挙
に
経
済
を
発
展
さ
せ
る
と
き
に
独
裁
政
権
下
で
、

国
の
お
金
を
効
率
的
に
開
発
に
投
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
を
成
長
さ
せ
る
方
法
。

（
６
）  

現
在
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
で
開
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
常
は
数
十
年
か
か
る

整
備
が
わ
ず
か
数
年
で
起
こ
る
こ
と
か
ら
、「
カ
エ
ル
跳
び
」
に
な
ぞ
ら
え
た
呼
び
名
の

こ
と
。

（
７
）  

二
四
セ
ン
チ
榴
弾
砲
と
は
、
大
砲
の
一
種
。
射
程
距
離
は
二
八
セ
ン
チ
榴
弾
砲
よ
り

や
や
長
い
（
約
一
〇
、〇
〇
〇
ｍ
）。
本
書
に
よ
る
と
、
二
四
セ
ン
チ
榴
弾
砲
の
組
み
立

て
に
は
一
六
時
間
以
上
か
か
る
た
め
、
分
解
し
組
み
立
て
る
訓
練
が
繰
り
返
し
行
わ
れ

て
い
た
。

（
８
）  

長
持
ち
と
は
、
衣
類
、
夜
具
、
調
度
な
ど
を
収
納
す
る
蓋
（
ふ
た
）
付
き
の
長
方
形

の
箱
で
、
二
人
で
担
い
で
運
ん
で
い
た
。
近
年
ま
で
嫁
入
り
道
具
の
一
つ
だ
っ
た
。

（
９
）  

佐
世
保
大
空
襲
は
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
六
月
二
九
日 

午
前
〇
時
三
〇
分
の
重

爆
撃
機
Ｂ－

29
に
よ
る
空
襲
。
焼
失
家
屋
一
二
、〇
三
七
戸
、
犠
牲
者
一
、二
一
七
人
と

言
わ
れ
て
い
る
。

（
10
）  

旧
軍
港
市
転
換
法
と
は
、
佐
世
保
市
、
横
須
賀
市
、
呉
市
、
舞
鶴
市
の
四
市
の
み
に

適
用
さ
れ
る
法
律
で
、
一
九
五
〇
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。




